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技術力と人材力で勝負！
金属加工のプロ集団
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有限会社森口製作所
代表取締役　森口清治
〒579-8065 大阪府東大阪市新池島町4-2-35
ホームページ

https://www.moriguchiss.com/
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タージン　東大阪市の有限会社森口製作所さん。先ほど工場見学させていただいて、多様な機械に目をみはりましたよ。
森口　弊社ではさまざまな機械でアルミや鉄、ステンレス、銅、真鍮、樹脂などを加工し、金属部品を製作しています。縦型高精度マシニングセンターや高精度CNC旋盤、汎用旋盤、測定器といった最先端設備を活用し、自社工場で高品質な製品をスピーディにつくり出しているんです。
タージン　製造現場の設備力が御社の強みであると。そこからつくり出される製品は、どんな場面で用いられるのでしょう？
森口　イメージしやすいものでは、半導体をつくる工場で使われる部品などですね。そのほか、工作機械の部品や、リチウムイオン電池の開発のお手伝いもさせていただいております。
タージン　私たちの暮らしを下支えする部品の数々を提供されているんですね。まさに縁の下の力持ちだ！　会社の歴史も長いとお聞きしました。
森口　私の父が1973年に立ち上げたので、今年50周年を迎えます。花園東町で創業し、1981年に新池島町へ移転しました。
タージン　半世紀にわたり金属部品加工業を手がけてこられたとは、素晴らしいです。森口社長は、どのような経緯で事業を引き継がれたのでしょう。
森口　小学校の卒業文集に「経営者になりたい」と書いていたので（笑）、幼い頃から父を目標にしていた気がします。ただ工業高校卒業後3年間は、別会社に勤めていたんですよ。
タージン　あえて外部に身を置いて経験を積まれたわけですか。
森口　おっしゃる通りです。その会社では短い期間ながら良い経験をさせていただきました。その後2011年、弊社の代表取締役に就任し事業を継承しました。
タージン　工業高校で基礎、現場で実践力を身に付け2代目に就かれたのですね。そんな森口社長が事業で注力されていることを教えてください。
森口　短納期が求められる時代なので、高品質を維持しつつ小ロットに対応できる機動力を大切にしています。コスト圧縮のご提案をし、ターゲットプライスに少しでも近付けるべく努めています。また「Speed,High Quality,Low cost」を実現するために、設備投資は惜しみしません。
タージン　お客さんの要求にしっかり応えられるように、製造価格の調整や設備の充実を常に図っておられると。
森口　加えて、スタッフとのコミュニケーションも大事にしています。社内の風通しを良くするとともに、専門技術をシェアしているんです。半世紀かけて蓄積したノウハウを共有し、最先端のノウハウと融合させる。この継承とアップデートの両輪が事業を回していると言えます。支えてくれている職人一人ひとりは、森口製作所の宝です。本当に感謝しています。
タージン　伝統を守るだけではなく新しいものも取り入れ、会社を進化させ続けているのですね。今のお話から、“人”ありきの姿勢が垣間見えましたよ。
森口　一にも二にも人間関係、と父から学びましたからね。お取引先やスタッフなど、関わるすべての人を尊重するよう教えられたんです。その基本を忘れず邁進していきたいですね。
タージン　ものづくりは人づくりがあってこそ。皆さんの結束力が良質なサービスを可能にしていることがよくわかりました。今後はどんなことに取り組んでいきたいですか？
森口　弊社は、温室効果ガス排出量削減など環境配慮も実践しています。そういったSDGsにも積極的に取り組んでいきたいですね。そして引き続き技術を深掘りし、対応力に磨きをかけ続けます！
タージン　森口社長は、みんなが付いていきたくなるリーダーそのものですね。臆さぬチャレンジ精神、人を重んじる誠実さをそなえた先進的な経営者です。ものづくりで機械を動かすのは、人。そんな“人”を尊ぶ森口製作所さんは、今後も伸び続けることでしょう。森口製作所さんのさらなる飛躍を楽しみにしています！
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「仕事を楽しむ」とは‥
仕事を楽しむことは、人生を楽しむこと。遊びも仕事も全力で取り組んで楽しめば、自身の活力になります。
森口清治
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